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（公財）福島県文化振興財団· （株）加速器分析研究所

1 はじめに

福島県文化財センタ ー白河館（以下、 「まほろん」と言う。）では、 福島県文化財センタ ー白

河館条例に定められた「考古資料の保管及び文化財の活用に関する専門的又は、 技術的な調査

研究」の一環として、 収蔵資料の放射性炭素年代測定及び炭素 ・ 窒素安定同位体比分析を平成

26年度から5か年の計画で実施している。今回は、平成29年度に実施した測定結果を報告する。

この事業は、（公財）福島県文化振興財団が、 測定及び分析を（株）加速器分析研究所に委託

して実施しているものである。

平成29年度は、 福島県の弥生土器の年代把握を主目的に、 その前後の縄文時代晩期及び古

墳時代前期の土器を含む40点を遠出して分析を行った。 表1は、 対象試料と採取部位および

暦年校正グラフの対応表で、 対象試料と年代値を対比できるよう当財団が作成した。

今回対象とした炭化物は、 すべて士器付着炭化物である。 試料の選出にあたっては、 試料の

測定値に影響を与える可能性のある、 バインダー・ ニス ・ セ メダイン等の塗布部分を極力排除

して行い、 また出来る限り多様な時期の士器型式が測定できるよう留意した。 しかし、 集落遺

跡の調査例が少ない福島県の弥生時代遺跡の現状を反映してか、 当館収蔵の弥生上器で炭化物

が付着する資料は極めて少なく、 時期と地域を満遍なく選出することは出来なかった。

（（公財）福島県文化振興財団）

2 年代測定試料の化学処理工程

(1)メス ・ ピンセットを使い、 土等の付着物、 混入物を取り除く。

(2)整理、 保管時における汚染の可能性を考慮し、 念のためアセトンで処理を行う(AC)。

(3)酸 ー アルカリ — 酸(AAA : ACid Alkali ACid)処理により不純物を化学的に取り除く。

その後、 超純水で中性になるまで希釈し、 乾燥させる。 AAA処理における酸処理では、

通常lmol/ Q (lM)の塩酸(HCl)を用いる。 アルカリ処理では水酸化ナトリウム(NaOH)

水溶液を用い、 0.001Mから lMまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。 アルカリ濃度

が lMに達した時には「 AAA」、 lM未満の場合は 「 AaA」と表2に記載する。 AAA処理され

た試料を2つに分け、 一方を年代測定用、 他方を安定同位体等分析用の試料とする。

(4)試料を燃焼させ、 二酸化炭素(CO2 )を発生させる。

(5)真空ラインで二酸化炭素を精製する。

(6)精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、 グラファイト（ C)を生成させる。

(7)グラファイトを内径1mmのカソ ードにハンドプレス機で詰め、 それをホイ ールにはめ込

み、 測定装置に装着する。
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3 年代測定試料の測定方法

加速器をベースとした14C-AMS専用装置(NE C社製）を使用し、14cの計数、 13c濃度( 13c/ 12c)、

14c濃度(14

c/
12

C）の測定を行う。 測定では、 米国国立標準局(NIST)から提供されたシュウ酸

(HOx II)を標準試料とする。 この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

4 炭素・窒素安定同位体及び含有量測定試料の化学処理工程と測定資料

(1)試料を EA （元素分析装置）で燃焼し、 N2 と CO2 を分離・定量する（表4)。

(2)分離した的と co は、 インタ ーフェ ースを通して質量分析計に導入し、 炭素の安定同位

体比({j叱）と窒素の安定同位体比(0 15N)を測定する。

これらの処理、 測定には、 元素分析計 — 安定同位体比質量分析計 システム(EA-IRMS : 

T hermo Fisher Scientific 社製 Fl ash EA1112- DELTA V PLUS ConFl o III System)を使用する。

0 13cの測定では IAEA の C6を、 0 1

5Nの測定では Nlを標準試料とする。

5 算出方法

C 1) o 13c は、 試料炭素の叱濃度(13c/ 12C)を測定し、 基準試料(PDB)からのずれを示した

値である。 o
15N は、試料窒素の咽濃度(

1

5N/
14N）を測定し、基準試料 （大気中の窒素ガス）

からのずれを示した値である。 いずれも基準 値からのずれを千分偏差(%0)で表される。

o 
13cはAMS装置と質量分析計で測定され、AMS装置による値は表中に(AMS)と注記し

（表2)、 質量分析計による値は表中に(MASS)と注記する（表4)。 6 
1

5Nは質量分析計

による値で、 表中に(MASS)と注記する（表4)。

C 2) 14c年代(Libby Age:yrBP)は、過去の大気中
14

c濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を 基準年(OyrBP)として遡る年代である。 年代 値の算出には、 Libby の半減期

(5 5 68年）を使用する(Stuiver and PolACh 1977)。 14c年代は8 13Cによって同位体効

果を補正する必要がある。 補正した値を表2に、 補正していない 値を参考値として表3

に示した。 14c年代と誤差は、 下l桁を丸めて10年単位で表示される。 また、
14c年代の

誤差 （土l(J）は、試料の充年代がその誤差範囲に入る確率が 68.2％であることを意味

する。

(3) pMC (percent Modern Carbon)は、 標準現代炭素に対する試料炭素の 14

c濃度の割合であ

る。 pMCが小さい(14Cが少ない）ほど古い年代を示し、 pMCが100以上(14Cの量が標準

現代炭素と同等以上）の場合 Modern とする。 この 値も o
13cによって補正する必要があ

るため、 補正した値を表2に、 補正していない 値を参考値として表3に示した。

(4)暦年較正年代とは、年代が既知の試料の℃濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、

過去の 14c濃度変化などを補正し、 実年代に近づけた値である。 暦年較正年代は、
14c年

代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(1(J ＝68.2%）あるいは

2標準偏差(2(J ＝ 95 .4%）で表示される。 グラフの縦軸が叱年代、 横軸が暦年較正
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年代を表す。 暦年較正プログラムに入力される値は、 6 13C 補正を行い、 下一桁を丸めな

ぃ
14

c 年代値である。 なお、 較正曲線および較正プログラムは、 デー タの蓄積によって

更新される。 また、 プログラムの種類によっても結果が異なるため、 年代の活用にあた

ってはその種類とバ ー ジョンを確認する必要がある。 ここでは、 暦年較正年代の計算に、

IntCal13 デー タベー ス (Reimer et al. 2013) を用い、 OxCalv4. 3 較正プログラム (Bronk

Ramsey 2009) を使用した。 暦年較正年代については、 特定のデー タベー ス、 プログラム

に依存する点を考慮し、 プログラムに入力する値とともに参考値として表 3 に示した。

暦年較正年代は、 1
4c 年代に基づいて較正 (calibrate) された年代値であることを明示

するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位で表される。
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表1 測定試料一 覧表(1)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ
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表1 測定試料一覧表(2)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ
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表1 測定試料一 覧表(3)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ
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表1 測定試料一覧表(4)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ
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まほろん収蔵資料のAMS年代測定結果報告（平成29年度分）

表1 測定試料一覧表(5)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ
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表1 測定試料一 覧表(6)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ

IBC 

29●IBC 
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まほろん収蔵資料のAMS年代測定結果報告（平成29年度分）

表1 測定試料一覧表(7)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ

Y31 

岩下A (2次）
弥生中期前菓

縮尺： 1/6

図21-18

胴部内面

(d
9)
e
g
n
そ
SO
WP
C
Ru
3
0
2U

2100 

,．"“ 

IA.AA-170880R Da！●（2261,23) 
邸",.,.p<obabll賃9'

油(40.6.,.1 357<●1BC 
282(22し●嗚）251O9BC
999 (5.9*19諏alBC

虹'、.,.FobaUl99
髪�(』6,5%1廷1c●1BC

.K)211凶BC

c'“id9ta(ciBCl 

99n、

IAAA-170881 R_Da叫2429,24)
...2"'p,ot叫圏

霙(...2%I41«.,ec
....％ぃ心I>/19y

746(979%1686ca1BC 
(50%）..わ叫BC

.3 1嶋1,00c.,ec

Y32 体部内面

td
9-
C
q~•u-U=0
HP
Co
e・
父¥P曇U

2300 

2200 

2100 
1 ’ ', 

ヮ
C叫肛9mid9ta(cゴBCl

Y33 

Y34 

縮 尺： 1/8

岩下D 図42-36

縄文晩期後葉

縮尺： 1/8

牡丹平 図59-1068
弥生前期

体部上位外面

胴部下位内面

td
9-
e
g“
S
E
忌O
U
OCIJ•
"'!
P<a

(d
9ご
e
g
,
言
こ
mp
e
g.
x
3r

2“” 

2200 

2100 

2ax) 

2匹

.,BC 

BC 
B 

9 9 
1 ・

Catibralod date (calBCI 

99n、

IAAA-170883 R_ D_a_1!!2437,22) 
...2嶋F曲BLL釘

7291955%）螂alBC
S58 19.7%）巫alBC

''"'I 452ca\BC 
叫BC

2900 " 
1 9 9 -

． 

C•応9●d dote (calBC) 

Y35 

縮尺： 1/4

赤坂裏A 図78-10
弥生後期後葉

底部内面

td
巴
e
g.
s
s
忌p
u
2U·
¥̀p
囀
～

"1 ヽ

IAAA-170884 R_D_a叫2057,22)
...2%"屯bll釘’

1061 .. 3%M“..BC 
的9% ＂呼I9y

1631991%I930ca9BC 
1珈叫BC（船．1｀”ca晒

1切 1c●l

Call匹匹dal• IOlaン•IA0)

10 



表1 測定試料一覧表(8)

番号 図 採取部位 暦年較正グラフ
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まほろん収蔵資料のAMS年代測定結果報告（平成29年度分）

表2 放射性炭素年代測定結果(o 13 C補正値） （1) 

番 測定番号
試料形態

処理 o 13 C (%o） 

号 IAAA 方法 (AMS) 

Y01 170850 
土器付着

AC+AaA -20. 58土0.26
炭化物

Y02 170851 
士器付着

AC+AaA -21. 81土0.32
炭化物

Y03 170852 
土器付着

AC+AaA -23.28土0.27
炭化物

Y04 170853 
土器付着

AC+AaA -24.84士0.26
炭化物

Y05 170854 
土器付着

AC+AaA -22. 74士0.27
炭化物

Y06 170855 
土器付着

AC+AaA -25. 19土0.27
炭化物

Y07 170856 
士器付着

AC+AaA -25.09土0.26
炭化物

Y08 170857 
土器付着

AC+AaA -24. 17土0.28
炭化物

Y09 170858 
土器付着

AC+AaA -24.23士0.29
炭化物

YlO 170859 
土器付着

AC+AaA -17.29士0.24
炭化物

Y1 1 170860 
士器付着

AC+AaA -19.98士0.22
炭化物

Y12 170861 
士器付着

AC+AaA -22.48土0.30
炭化物

Y13 170862 
士器付着

AC+AaA -22.22土0.23
炭化物

Y14 170863 
土器付着

AC+AaA -20.43土0.28
炭化物

Y15 170864 
土器付着

AC+AaA -23. 11土0.23
炭化物

Y16 170865 
士器付着

AC+AAA -25.93士0.27
炭化物

Y17 170866 
土器付着

AC+AaA -26.28土0.25
炭化物

Y18 170867 
士器付着

AC+AaA -26.89土0.27
炭化物

Y19 170868 
土器付着

AC+AaA -23.05土0.31
炭化物

Y20 170869 
土器付着

AC+AaA -21. 73土0.28
炭化物

- 12 -

8 13 C補正あり

Libby Age (yrBP) pMC (%) 

1,820士30 79. 78土0.26

2,080土20 77. 20土0.23

1,870士20 79. 24土0.23

1,860士20 79. 37士0.23

1,910士20 78.88士0.23

1,890士20 79.06土0.22

2,050士20 77.49土0.23

2,170土20 76. 37土0.22

2,030士20 77. 71士0.21

1,950士20 78.41士0.22

2,030士20 77. 66士0.23

1,970士20 78. 24土0.22

2,190土20 76. 12土0.21

1,950土20 78.41土0.23

2,280士20 75. 30土0.21

2,130士20 76. 67士0.22

2,300士20 75. 09土0.21

2,290士20 75. 15土0.23

2,650土20 71. 94土0.22

2,590土20 72.42土0.21



表2 放射性炭素年代測定結果(o 13 C補正値） （2) 

番 測定番号
試料形態

処理 o 13 C (%0) 

号 IAAA 方法 (AMS) 

Y21 170870 
土器付着

AC+AaA -23.99土0.28
炭化物

Y22 170871 
士器付着

AC+AaA -23. 19土0.30
炭化物

Y23 170872 
土器付着

AC+AaA -26.84土0.25
炭化物

Y24 170873 
上器付着

AC+AaA -26.81士0.27
炭化物

Y25 170874 
土器付着

AC+AaA -26.69士0.30
炭化物

Y26 170875 
土器付着

AC+AaA -25.64土0.25
炭化物

Y27 170876 
士器付着

AC+AaA -27.96土0.30
炭化物

Y28 170877 
土器付着

AC+AaA -26.81土0.30
炭化物

Y29 170878 
土器付着

AC+AaA -23.49士0.29
炭化物

Y30 170879 
土器付着

AC+AaA -24. 55士0.32
炭化物

Y31 170880 
士器付着

AC+AaA -26.46士0.24
炭化物

Y32 170881 
土器付着

AC+AaA -25. 13土0.29
炭化物

Y33 170882 
士器付着

AC+AAA -30. 14土0.25
炭化物

Y34 170883 
土器付着

AC+AaA -22. 17土0.22
炭化物

Y35 170884 
土器付着

AC+AaA -24.97土0.25
炭化物

Y36 170885 
土器付着

AC+AaA -25.60士0.29
炭化物

Y37 170886 
土器付着

AC+AaA -20.02土0.27
炭化物

Y38 170887 
士器付着

AC+AAA -26.24土0.29
炭化物

Y39 170888 
土器付着

AC+AaA -28.90土0.31
炭化物

Y40 170889 
土器付着

AC+AaA -26.43土0.30
炭化物

- 13 -

8 13 C補正あり

Libby Age (yrBP) pMC (%) 

1,910土20 78.80土0.22

2,250土20 75. 61土0.21

2,170土20 76. 34土0.21

2,200士20 76. 08士0.21

2,180士20 76. 25士0.23

2,820土20 70. 37土0.22

2,750土20 71. 00土0.21

2,160土30 76. 39土0.24

2,420士20 74. 00士0.23

2,250士20 75. 62士0.23

2,260士20 75.46士0.23

2,430土20 73.91土0.22

2,430土20 73.90土0.21

2,440土20 73.83土0.20

2,060土20 77.40土0.21

1,880士20 79. 16士0.22

1,740土20 80.49土0.21

2,070土20 77. 29土0.22

2,180土20 76. 24土0.22

2,300土20 75. 14土0.22



まほろん収蔵資料の AMS 年代測定結果報告（平成 29 年度分）

表3 暦年較正 14
c 年代・較正年代ほか(1)

o 13 C 補正なし
暦年較正用

番号
Age (yrBP) pMC (%) (yrBP) 

1 (J 暦年代範囲 2 a 暦年代範囲

140calAD-160calAD(15.6%) 
127calAD-255calAD(92.4%) 

Y01 1,740土30 80.50土0.26 1,815士26 165calAD-196calAD(25.5%) 
300calAD-317calAD(3.0%) 

208calAD-238calAD(27. 1%) 

Y02 2,030土20 77. 70土0.22 2,078士23
151calBC-138calBC(lO.O%) 

172calBC-42calBC (95. 4%) 
113calBC-51calBC (58. 2%) 

84calAD-142calAD (51. 2%) 

Y03 1,840土20 79.52土0.23 1,869士23 155calAD-168calAD(7. 7%) 78calAD-219calAD(95.4%) 

195calAD-209calAD(9.3%) 

Y04 1,850土20 79.39土0.22 1,856士23 126calAD-214calAD(68.2%) 85calAD-228calAD(95.4%) 

Y05 1,870土20 79.25土0.22 1,905士22 75calAD-125calAD(68.2%) 
28calAD-39calAD (1. 2%) 

50calAD-137calAD(94.2%) 

Y06 1,890士20 79.03士0.22 1,887士22 81calAD-130calAD(68.2%) 
65calAD-177calAD(90.4%) 

191calAD-212calAD(5.0%) 

Y07 2,050土20 77.48土0.23 2,048士23
95calBC-20calBC(60.9%) 161calBC-132calBC (7. 1 %) 

12calBC-2calBC(7.3%) 117calBC-16calAD(88. 3%) 

357calBC-282calBC(48.6%) 

Y08 2,150土20 76.50土0.22 2,165士23
350calBC-310calBC(36.9%) 257calBC-246calBC (1. 1 %) 

209calBC-174calBC(31. 3%) 236calBC-159calBC(44.0%) 

132calBC-118calBC (1. 7%) 

92calBC-68calAD (5. 8%) 

Y09 2,010土20 77.84土0.20 2,025士21 48calBC-4calAD (68. 2%) 61calBC-29calAD(87.9%) 

39calAD-49calAD (1. 7%) 

20calBC-13calBC (1. 1 %) 

Y10 1,830士20 79.66士0.22 1,953士22 25calAD-72calAD(68.2%) lcalBC-89calAD(90.6%) 

102calAD-122calAD(3.8%) 

Y1 1 1,950土20 78.46土0.23 2,031士23 55calBC-5calAD(68.2%) 
106calBC-28calAD(94. 2%) 

40calAD-48calAD (1. 2%) 

Y12 1,930土20 78.65土0.21 1,970士22 5calAD-61calAD(68.2%) 38calBC-75calAD(95.4%) 

Y13 2,150土20 76.55土0.21 2,192士22
354calBC-291calBC(47. 4%) 

360calBC-194calBC(95.4%) 
232calBC-202calBC(20.8%) 

21calBC-llcalBC (1. 8%) 

Y14 1,880土20 79. 15土0.23 1,953士24 23calAD-7 4calAD (68. 2% ) 2calBC-89calAD(88.8%) 

10lcalAD-123calAD(4. 8%) 

Y15 2,250土20 75.59土0.20 2,279土21 396calBC-361calBC(68.2%) 
400calBC-357calBC(74.4%) 

286calBC-235calBC (21. 0%) 
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表3 暦年較正 14
c 年代・較正年代ほか(2)

6 13 c 補正なし
暦年較正用

番号
Age (yrBP) pMC (%) (yrBP) 

1 o暦年代範囲 2 (J 暦年代範囲

202calBC-153calBC (50. 9%) 
348calBC-317calBC(9.0%) 

Y16 2,150土20 76.52士0.22 2,134土23
137calBC-114calBC(l7. 3%) 

208calBC-90calBC(84.8%) 

72calBC-61calBC (1. 6%) 

Y17 2,320土20 74.90士0.21 2,301土22 399calBC-377calBC(68. 2%) 
405calBC-359calBC(92.9%) 

272calBC-261calBC (2. 5%) 

405calBC-357calBC(85.2%) 

Y18 2,330土20 74.86士0.22 2,294土24 398calBC-371calBC (68. 2%) 283calBC-255calBC (8. 8%) 

244calBC-236calBC (1. 4%) 

Y19 2,610土20 72.23士0.22 2,645土24 819calBC-799calBC(68. 2%) 837calBC-792calBC(95.4%) 

Y20 2,540土20 72.90士0.21 2,592土23 804calBC-786calBC (68. 2%) 808calBC-772calBC(95.4%) 

Y21 1,900土20 78.97士0.21 1,913土22
68calAD-91calAD(34.4%) 30calAD-38calAD(2.0%) 

99calAD-124calAD(33.8%) 51calAD-132calAD(93.4%) 

Y22 
377 calBC-356calBC (20. 0%) 388calBC-350calBC(28.2%) 

2,220土20 75.90士0.21 2,245土22
286calBC-234calBC (48. 2%) 309calBC-209calBC (67. 2%) 

350calBC-305calBC(42. 1 %) 
358calBC-281calBC(53. 1%) 

Y23 2,200土20 76.05士0.22 2,169土22
210calBC-179calBC (26. 1 %) 

258calBC-244calBC (1. 7%) 

236calBC-165calBC (40. 6%) 

Y24 2,230士20 75.80士0.20
354calBC-291calBC(46.5%) 360calBC-270calBC(58. 7%) 

2,196士21
232calBC-204calBC (21. 7%) 264calBC-198calBC(36. 7%) 

352calBC-291calBC(49. 7%) 
358calBC-278calBC (55. 7%) 

Y25 2,210土20 75.99土0.22 2, 177土24 228calBC-221calBC (4. 6%) 
259calBC-171calBC(39. 7%) 

21 lcalBC-195calBC (13. 9%) 

Y26 
1006calBC- 1043calBC-

2,830土20 70.28士0.21 2,822土24
932calBC(68. 2%) 912calBC (95. 4%) 

Y27 2,800土20 70.57士0.20 2,751土23
916calBC-890calBC(30. 3%) 97lcalBC-960calBC (2. 6%) 

880calBC-845calBC (37. 9%) 936calBC-831calBC (92. 8%) 

358calBC-281calBC (45. 4%) 

Y28 2,190土20 76. 10士0.24 2,163土25
351calBC-305calBC (36. 0%) 258calBC-244calBC (1. 5%) 

210calBC-171calBC (32. 2%) 236calBC-152calBC(45.2%) 

136calBC-114calBC (3. 3%) 

732calBC-690calBC(l0.8%) 

Y29 2,390土20 74.23士0.23 2,419土24 517calBC-412calBC (68. 2% ) 661calBC-650calBC (2. 2%) 

545calBC-405calBC(82.3%) 

Y30 
378calBC-356calBC(20.4%) 389calBC-349calBC(28.0%) 

2,240士20 75.69士0.22 2,245士24
287calBC-234calBC(47. 8%) 314calBC-208calBC (67. 4%) 
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まほろん収蔵資料の AMS 年代測定結果報告（平成 29 年度分）

表3 暦年較正 14
c 年代・較正年代ほか(3)

o 13 C 補正なし
暦年較正用

番号
Age (yrBP) pMC (%) (yrBP) 

1 (J 暦年代範囲 2 a暦年代範囲

389calBC-357calBC (40. 6%) 
369calBC-351calBC (46. 5%) 

Y31 2,290土20 75.24土0.22 2,261土23 282calBC-257calBC(22.4%) 
298calBC-21 lcalBC (48. 9%) 

244calBC-236calBC (5. 2%) 

746calBC-686calBC(17. 4%) 

Y32 2,430土20 73.89土0.22 2,429土24 539calBC-414calBC (68. 2%) 666calBC-643calBC (5. 0%) 

554calBC-406calBC (73. 1 %) 

7 42calBC-687calBC (16. 9%) 

Y33 2,510土20 73. 12土0.21 2,430土22 539calBC-416calBC (68. 2%) 665calBC-646calBC (4. 5%) 

550calBC-407calBC (7 4. 0%) 

729calBC-694calBC (15. 5%) 748calBC-685calBC(22. 3%) 

Y34 2,390土20 74.26土0.20 2,437土22
658calBC-654calBC (1. 7%) 666calBC-642calBC (6. 7%) 

542calBC-452calBC(44. 1%) 587calBC-581calBC(0.5%) 

446calBC-430calBC(6.9%) 557calBC-408calBC (65. 9%) 

Y35 2,060土20 77.41土0.21 2,057土22 106calBC-40calBC(68.2%) 
163calBC-130calBC (11. 7%) 

120calAD-2calAD(83. 7%) 

Y36 1,890土20 79.06土0.21 1,877土22
78calAD-139calAD(65.3%) 

74calAD-214calAD(95.4%) 
199calAD-205calAD(2.9%) 

Y37 1,660士20 81. 32士0.23 1,743士21
253calAD-304calAD(49.3%) 239calAD-352calAD(93.0%) 

313calAD-333calAD(18.9%) 368calAD-379calAD(2.4%) 

Y38 2,090土20 77. 10土0.21 2,069土22 11 lcalBC-46calBC (68. 2%) 
169calBC-38calBC (94. 6%) 

8calBC-4calBC(0.8%) 

352calBC-297calBC (50. 8%) 
358calBC-279calBC (57. 9%) 

Y39 2,240土20 75.63土0.21 2,179土22 228calBC-221calBC(4. 8%) 
259calBC-173calBC (37. 5%) 

21lcalBC-197calBC (12. 6%) 

Y40 2,320土20 74.92土0.22 2,296土23 399calBC-37 4calBC (68. 2%) 
405calBC-357 calBC (88. 8%) 

281calBC-257calBC(6.6%) 
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表4 炭素・窒素安定同位体比及び含有量

番号
o 13 C (%o) 8 15N(%o ）

c 含有量（％） N含有量（％） C/N 重量比 C/N モル比
(MASS) (MASS) 

Y01 -25.8 9.84 56.2 2.28 24. 7 28.8 

Y02 -24.3 11. 2 55.5 2.27 24. 5 28.6 

Y03 -25.8 10.8 53. 1 2.45 21. 6 25.2 

Y04 -25. 7 11. 9 54.8 2.65 20. 7 24.2 

Y05 -24.8 10.3 58.0 3.05 19.0 22.2 

Y06 -25.8 9. 78 55.6 2.07 26.9 31. 4

Y07 -26.0 6.20 58. 7 2.40 24.4 28. 5

Y08 -25.4 9.24 8.80 0.93 9.43 11. 0

Y09 -26.9 8. 31 54.9 2. 76 19.9 23. 2

Y10 -20.2 4. 76 46. 1 0.97 47.8 55.8

Y11* -22.9 6.06 33. 5 1. 21 27.6 32.2

Y12 -25. 1 10. 3 37.8 2.44 15. 5 18. 1

Y13 -24.6 11. 4 36. 7 5.45 6. 72 7.86

Y14 -23. 0 8.49 54. 7 3.68 14.9 17.3

Y15 -24.8 9. 10 55.9 3.53 15.8 18.5

Y16 -28. 7 5. 52 60. 2 0.69 86. 7 101. 2

Y17 -27.6 6.99 59.8 2.99 20.0 23.3

Y18 -27. 1 8.92 12. 5 0.38 33.2 38.8

Y19 -26.2 6.90 45.3 1. 81 25.0 29.2

Y20 -25.0 6.32 55.6 3. 18 17.5 20.4

Y21 -25.9 6.26 23.4 1. 10 21. 3 24.8

Y22 -25.8 7.30 49.4 3.44 14.4 16.8

Y23 -26.3 13.3 62. 7 2. 39 26.2 30.6

Y24 -27. 5 4.41 52.9 2. 19 24. 1 28. 1

Y25 -27. 5 8.86 65.8 0.49 134. 7 157.2

Y26 -28.0 4.98 66. 7 3. 34 20.0 23. 3

Y27 -27. 7 8.87 71. 0 1. 52 46.8 54. 6

Y28 -27. 7 11. 4 68.4 1. 32 50.9 59.4

Y29 -24.9 7. 14 9.84 0. 66 15.0 17. 5

Y30 -25.6 4.98 15. 5 1. 09 14. 1 16.5

Y31 -26.0 4. 16 26. 7 2. 70 9.88 11. 5

Y32 -27.8 4.00 68. 5 1. 96 34.9 40.8

Y33 -27. 2 9.41 71.0 1. 76 40.4 47.2

Y34 -23.8 2.86 49. 7 4.59 10.8 12.6

Y35 -23. 5 5. 76 42. 1 7. 72 5.45 6. 36

Y36 -23.6 7.27 32. 2 1. 68 19. 1 22.3

Y37 -20. 7 10.4 58. 2 2.02 28.8 33.6

Y38 -23. 7 1. 18 57.8 2.06 28.0 32. 7

Y39 -26.0 7.25 54.5 3. 32 16.4 19. 1

Y40 -27.5 5. 74 44.0 0. 73 60.4 70.4

* o 15Nについて、 サンプルの窒素含有量が少なく、 適正出力が得られなかったため、 通常よりバラつきが大きく

なっている事が予想される。

なお、 表4に結果を示した炭素と窒素の安定同位体比および含有量の測定は、 昭光サイエンス株式会社の協力を

得て行った。
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まほろん収蔵資料のAMS年代測定結果報告（平成29年度分）
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は、 食料資源の同位体比の分布範囲を示す。

Yoneda et al. 2004 に基づき作成した。
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◆は、 測定試料、 その他は現生動植物の

炭化試料。 現生動植物試料のデ ー タは吉田

2006 による。

また吉田 2006、 國木田ほか 2010 を参考に

食料資源の大別を示した。 ◇は C3 植物の堅

果類等 、 0は堅果類以外の C3 植物、 ＋は C3

植物を食べる哺乳類、口はサケ、△は C4 植物。

なお、 吉田 2006 によると、 C3 植物の堅果

類等（測定デー タはトチ、同（木灰）、ミズナラ、

ドングリ、同（粉）、カチグリ、ヤマユリ、ジャ

ガイモ、 以下他の食料資源も同様に示す）の

C/N 比は 30 ~ 50、 他の C3 植物（エゴマ、 ア

ズキ、 サトイモ、 ヤマイモ、 ナガイモ、 ノビ

ル、 マムシグサ、 クワイ）及び哺乳類（タヌ

キ、 クマ）は 7 ~ 20、 C4 植物（アワ） も堅

果類以外の C3 植物と同程度とされる。 また、

サケは海産魚類の範囲に属するものとして示

されている。

図2 炭素安定同位体比 •C/N 比グラフ

（グラフ C/N 比はモル比）
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